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第
三
十
九 

  
 

能
率
増
進 

   
 
 
 
 

一 
  

第
一
回
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
前
後
の
社
会
は
ど
う
だ
っ
た
か
。 

 

一
九
一
八
年
の
米
騒
動
は
と
り
あ
え
ず
収
束
し
た
も
の
の
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
女
性
の
社
会
進
出
が
労
働
運
動
と
結
び
つ
い
て
い

っ
た
。
ま
た
大
地
主
の
も
と
で
労
役
に
使
用
さ
れ
て
い
た
小
作
農
の

蜂
起
を
も
促
し
た
。 

 

都
市
と
農
村
部
の
格
差
が
資
本
家
と
労
農
階
級
の
対
立
を
促
し
、

さ
ら
に
対
決
と
し
て
表
面
化
し
た
。
そ
の
対
決
は
こ
ん
に
ち
の
よ
う

な
平
和
的
、
友
好
的
な
デ
モ
で
は
な
く
、
デ
モ
隊
は
真
剣
を
帯
び
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
に
火
を
つ
け
、
官
憲
は
実
弾
を
発
射
し
た
。
暴
徒
、
鎮

圧
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
。 

 

一
九
二
一
年
に
起
こ
っ
た
主
な
労
働
争
議
、
小
作
争
議
を
あ
げ
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

  

・
北
海
道
蜂
須
賀
農
場
で
小
作
争
議
（
二
月
） 

 

・
足
尾
銅
山
で
労
働
争
議
（
三
月
〜
四
月
） 

 

・
大
阪
電
燈
社
で
労
働
争
議
（
四
月
） 

 
 

以
後
、
阪
神
地
区
で
団
体
交
渉
権
要
求
争
議
が
続
発
。 

 

・
神
戸
の
三
菱
・
川
崎
両
造
船
所
で
ス
ト
（
七
月
〜
八
月
） 

 
 

神
戸
製
鋼
、
台
湾
精
糖
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
・
マ
ッ
チ
工
場
な
ど
が 

 
 

「
同
情
ス
ト
」 
 

・
藤
田
農
場
で
小
作
争
議
（
八
月
） 

 
  

日
本
政
府
が
直
面
し
て
い
た
問
題
は
、
国
内
の
騒
擾
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
。 

 

財
政
が
逼
迫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

日
本
銀
行
が
発
行
す
る
紙
幣
は
、
金
の
価
値
に
裏
づ
け
さ
れ
た
兌

換
制
度
に
基
づ
い
て
い
た
。 

 

明
治
初
期
、
日
本
国
内
で
の
金
と
銀
の
交
換
レ
ー
ト
は
一
対
五
だ

っ
た
。
対
し
て
国
際
レ
ー
ト
は
一
対
十
五
だ
っ
た
。
安
政
五
年
の
通

商
条
約
で
こ
れ
が
定
ま
っ
た
。
た
た
め
に
、
西
欧
諸
国
は
せ
っ
せ
と

金
を
銀
貨
に
換
え
、
日
本
に
持
ち
込
ん
で
金
と
交
換
し
た
。 

 

日
本
ば
か
り
で
な
く
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ

銀
の
価
値
を
高
く
見
て
い
た
。
こ
の
た
め
外
国
商
人
は
金
と
銀
を
交

換
す
る
だ
け
で
三
倍
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
は
こ
の
仕

掛
け
は
中
国
の
銀
本
位
制
に
遠
因
が
あ
る
。 

 

安
土
桃
山
の
時
代
に
も
、
南
蛮
の
商
人
は
そ
の
仕
組
み
を
利
用
し

て
富
を
得
た
。
徳
川
秀
忠
が
国
を
閉
ざ
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
も
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あ
っ
た
。 

 
同
じ
理
屈
で
江
戸
末
期
、
日
本
か
ら
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
量
の

金
が
西
洋
に
流
出
し
た
。
元
治
、
慶
応
の
一
年
で
日
本
か
ら
海
外
に

流
出
し
た
金
は
、
三
十
万
両
に
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

加
え
て
日
本
政
府
の
経
済
政
策
は
、
原
材
料
を
輸
入
し
製
品
を
輸

出
す
る
〝
貿
易
立
国
〞
に
あ
っ
た
。
国
際
的
な
工
業
国
に
成
長
し
た

も
の
の
、
個
人
消
費
の
拡
大
を
後
回
し
に
し
た
た
め
、
経
済
基
盤
は

脆
弱
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
産
業
界
は
海
外
市
場
の
変
動
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

一
九
二
〇
年
の
三
月
、
株
価
が
暴
落
し
た
。 

 

大
戦
後
の
経
済
恐
慌
が
始
ま
っ
た
の
だ
。 

 

「
虎
大
尽
」
の
異
名
で
知
ら
れ
た
山
本
唯
三
郎
の
よ
う
に
一
夜
で

没
落
し
た
成
金
も
い
た
し
、
内
田
信
也
の
よ
う
に
売
り
抜
け
て
政
治

家
に
転
進
し
た
成
金
も
い
た
。 

 

八
幡
製
鉄
所
は
溶
鉱
炉
の
火
を
落
と
し
、
二
万
三
千
人
の
従
業
員

が
ス
ト
を
敢
行
し
た
。
日
銀
は
財
界
救
済
を
目
的
と
す
る
非
常
貸
出

を
宣
言
し
、
労
働
者
側
は
五
月
の
メ
ー
デ
ー
で
「
失
業
の
防
止
」
と

「
最
低
賃
金
法
制
定
の
要
求
」
を
決
議
し
た
。 

 

輸
出
の
不
振
は
深
刻
さ
を
増
し
、
入
超
額
は
そ
の
後
も
増
え
続
け

た
。
貿
易
赤
字
は
二
三
年
に
六
億
一
千
三
百
万
円
、
二
四
年
に
七
億

三
千
万
円
に
達
し
て
い
た
。
国
の
財
布
が
パ
ン
ク
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

国
内
の
鬱
積
を
無
視
し
て
内
閣
の
意
地
を
通
し
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵

は
、
十
億
円
の
歳
費
を
投
入
し
た
も
の
の
、
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
ま

ま
に
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
で
海
軍

主
力
艦
の
保
有
比
率
が
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
日
本
は
六

割
に
抑
制
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
日
本
経
済
の

発
展
を
牽
引
し
て
き
た
軍
事
予
算
の
縮
小
を
意
味
し
て
い
た
。 
 

一
九
二
三
年
に
竣
工
し
た
丸
ビ
ル
は
第
一
期
黄
金
時
代
の
記
念
碑

だ
っ
た
。
こ
の
時
期
を
演
出
し
た
加
藤
高
明
が
、
一
九
二
六
年
一
月

二
十
八
日
に
六
十
六
歳
で
没
し
た
の
は
、
そ
の
終
焉
を
告
げ
る
象
徴

的
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

一
九
二
三
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
東
京
が
揺
れ
た
。 

 

「
関
東
大
震
災
」 

 

で
あ
る
。 

 

第
一
回
国
勢
調
査
の
た
め
に
川
口
市
太
郎
と
二
代
目
・
田
中
久
重

が
製
作
し
た
統
計
会
計
機
械
十
一
台
の
う
ち
十
台
が
燃
え
た
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
横
浜
港
に
着
い
て
い
た
ホ
レ
リ
ス
式
手
動
穿
孔
機
と
手
動

検
孔
機
の
荷
揚
げ
作
業
が
中
止
さ
れ
た
。
被
災
を
避
け
る
た
め
に
、

急
遽
、
神
戸
港
に
回
送
さ
れ
た
話
は
す
で
に
書
い
た
。 

 

昼
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
被
害
を
大
き
く
し
た
。
家
々
の
台
所
か
ら

火
災
が
発
生
し
、
道
路
を
避
難
す
る
群
衆
が
喚
き
走
っ
た
。
た
め
に
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消
防
や
警
察
は
な
す
べ
き
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
下
町
に
発
生
し

た
火
災
は
た
ち
ま
ち
広
が
り
、
本
郷
、
雑
司
ヶ
谷
、
日
本
橋
、
銀
座
、

新
橋
、
芝
の
あ
た
り
ま
で
を
燃
や
し
尽
く
し
た
。 

 

警
視
庁
が
炎
上
し
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
の
蔵
書
七
十
万
冊
が

焼
失
し
た
。
銀
座
の
三
越
百
貨
店
、
黒
澤
商
店
の
ビ
ル
も
燃
え
た
。 

 

煉
瓦
造
り
十
二
階
建
て
の
「
凌
雲
閣
」
が
、
紅
蓮
の
炎
の
中
で
七

階
ま
で
を
残
し
て
崩
落
し
た
。
浅
草
六
区
の
興
業
街
も
す
べ
て
焼
亡

し
た
が
、
隣
接
す
る
浅
草
寺
の
み
が
な
ぜ
か
焼
け
残
っ
た
。 

 

人
々
は 

 

―
―
観
音
様
の
ご
加
護
。 

 

と
信
じ
た
。 

 

科
学
的
に
は
、
五
重
塔
や
伽
藍
の
大
屋
根
、
境
内
の
樹
木
が
火
難

を
退
け
た
、
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
堂
宇
が
倒
壊
し
な
か
っ
た
の

は
不
思
議
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
が
た
め
に
、
雷
門
の
前

に
「
尋
ね
人
取
次
所
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

北
区
王
子
に
あ
っ
た
印
刷
局
の
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
は
、
跡
形
も

な
く
崩
れ
落
ち
た
。
市
ヶ
谷
の
外
濠
通
り
に
は
幅
五
十
セ
ン
チ
以
上

の
地
割
れ
が
で
き
、
市
電
の
線
路
は
飴
の
よ
う
に
ひ
ん
曲
が
っ
た
。

九
段
坂
上
の
お
濠
で
は
、
石
垣
が
崩
落
し
た
。 

 

被
害
は
東
京
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

鎌
倉
で
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
鳥
居
が
倒
壊
し
、
高
徳
院
の
大
仏
が
六

十
セ
ン
チ
も
せ
り
出
し
た
。
横
須
賀
の
軍
港
で
は
、
備
蓄
し
て
あ
っ

た
重
油
に
火
が
移
っ
て
炎
上
し
、
こ
れ
が
海
に
流
出
し
て
大
火
流
と

な
っ
た
。
現
在
、
ち
ょ
っ
と
し
た
水
遊
び
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
油

壺
の
岩
場
は
、
こ
の
と
き
海
底
が
隆
起
し
て
で
き
た
。 

 

小
田
原
で
は
片
浦
村
根
府
川
で
土
石
流
が
発
生
し
た
。
国
鉄
根
府

川
駅
南
の
字
「
白
糸
川
」
の
百
二
十
三
戸
（
八
百
五
十
八
人
）
を
襲

っ
た
土
石
流
は
、
六
十
四
戸
を
埋
没
し
、
四
百
六
名
の
命
を
奪
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
根
府
川
駅
に
停
車
し
つ
つ
あ
っ
た
小
田
原
午
前
十
一
時

四
十
分
発
の
真
鶴
行
き
普
通
列
車
は
、
機
関
車
も
ろ
と
も
は
ね
飛
ば

さ
れ
、
乗
客
二
百
人
、
ホ
ー
ム
で
列
車
を
待
っ
て
い
た
四
十
人
お
よ

び
、
駅
員
な
ど
の
生
命
が
瞬
時
に
失
わ
れ
た
。 

 

こ
の
地
震
は
、
政
治
・
経
済
の
混
迷
を
決
定
的
に
し
た
。
死
者
不

明
十
四
万
二
千
八
百
七
人
、
焼
失
家
屋
五
十
七
万
五
千
三
百
九
十
四

戸
を
出
し
た
こ
の
大
地
震
は
、
東
京
ば
か
り
で
な
く
、
川
崎
、
横
浜

の
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
横
浜
、
川
崎
に

あ
っ
た
企
業
の
書
類
が
風
に
乗
っ
て
房
総
に
た
ど
り
着
き
、
漁
村
に

と
き
な
ら
ぬ
紙
吹
雪
を
降
ら
せ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。 

 

の
ち
の
調
査
で
、
東
京
で
は
前
後
三
回
の
大
き
な
揺
れ
が
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
最
初
が
本
震
、
あ
と
の
二
回
は
余
震
で
あ
る
。

本
震
は
二
つ
の
大
き
な
断
層
の
滑
り
が
短
時
間
に
連
続
し
た
「
双
子

地
震
」
で
あ
っ
た
。 

 

本
震
の
双
子
地
震
で
は
、
最
初
の
大
き
な
断
層
の
滑
り
が
神
奈
川

県
小
田
原
の
直
下
で
発
生
し
、
十
―
十
五
秒
後
に
三
浦
半
島
の
直
下
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で
二
度
目
の
大
き
な
滑
り
が
起
こ
っ
た
。
震
源
か
ら
離
れ
た
東
京
で

は
三
十
秒
か
ら
約
一
分
に
わ
た
っ
て
激
し
く
揺
れ
、
そ
こ
に
本
震
に

匹
敵
す
る
第
二
、
第
三
の
余
震
が
襲
い
か
か
っ
た
。
本
震
の
規
模
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
、
二
度
の
余
震
は
そ
れ
ぞ
れ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

業
種
別
の
被
害
額
は
、
紡
績
業
七
社
で
二
千
四
百
六
十
一
万
円
、

製
作
工
業
八
社
で
千
七
百
二
十
九
万
円
、
毛
織
業
四
社
で
千
七
百
三

十
万
円
な
ど
、
主
要
九
業
種
で
約
一
億
円
に
達
し
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

国
勢
調
査
に
お
け
る
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
の
適
用
は
、
情
報

を
計
数
化
し
、
そ
れ
を
集
計
し
分
類
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
経
営
を

近
代
化
す
る
か
、
組
織
の
運
営
に
役
立
つ
か
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

産
業
界
、
特
に
契
約
者
の
増
加
に
伴
っ
て
経
営
の
計
数
化
が
不
可
欠

と
な
っ
た
保
険
業
界
で
計
算
機
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
こ

の
動
き
は
産
業
界
に
「
事
務
の
機
械
化
」「
機
械
化
に
よ
る
事
務
能

率
の
増
進
」
と
い
う
認
識
を
広
め
て
い
く
。 

 

一
九
二
一
年
の
こ
と
、
横
浜
に
あ
っ
た
日
本
事
務
機
製
造
と
い
う

会
社
が
「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
計
算
機
を
製
作
し
た
。
コ
ル
マ
ー

の
手
廻
式
計
算
機
を
模
倣
し
た
国
産
品
だ
っ
た
。
こ
れ
を
丸
善
が
販

売
し
た
。
大
本
寅
次
郎
が
「
虎
印
」
を
「
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
に
変
え
た

所
作
に
等
し
い
。 

 

翌
二
二
年
の
九
月
、
東
京
商
工
奨
励
館
で
「
商
工
事
務
能
率
増
進

講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
一
九
二
三
年
五
月
に
は
逓
信
省
が
逓
信
省

式
電
気
式
集
計
機
の
一
号
機
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
第
一
回
国
勢
調

査
の
集
計
に
使
う
た
め
だ
っ
た
。 
 

関
東
大
震
災
で
一
台
だ
け
燃
え
ず
に
残
っ
た
川
口
式
集
計
分
類
集

計
機
械
装
置
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
国
産
の
計
算
機
を

開
発
す
る
動
き
は
、
こ
れ
が
最
後
に
な
っ
た
。
時
計
の
原
理
を
応
用

し
た
川
口
式
が
発
展
し
て
い
れ
ば
、
計
算
機
の
歴
史
は
ま
た
違
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

こ
の
年
、
鉄
道
省
が
三
井
物
産
を
通
じ
て
パ
ワ
ー
ズ
式
統
計
会
計

機
械
を
輸
入
し
て
い
る
。
国
産
よ
り
外
国
製
を
あ
り
が
た
が
る
明
治

以
来
の
西
洋
信
奉
が
根
底
に
あ
っ
た
。 

 

一
九
二
四
年
。 

 

三
月
に
神
長
倉
真
民
が
『
科
学
的
に
研
究
し
た
執
務
能
率
増
進
法
』

を
著
し
た
。 

 

四
月
に
は
工
政
研
究
会
が
雑
誌
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
創
刊
し
た
。 

六
月
に
な
る
と
、
鉄
道
省
経
理
局
調
査
課
の
職
員
・
秋
山
登
利
男
が

「
鉄
道
省
で
購
入
し
た
最
新
式
集
計
機
に
就
て
」
と
題
す
る
報
告
書

を
『
鉄
道
時
報
』
に
掲
載
し
た
。 

 

同
月
、
電
気
試
験
所
の
技
師
・
高
橋
保
次
郎
と
臨
時
電
信
電
話
建

設
局
の
技
師
・
庄
司
茂
雄
が
「
電
気
統
計
機
に
就
て
」
を
『
電
気
試
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験
所
研
究
報
告
』
に
発
表
し
た
。 

 
そ
の
年
の
八
月
十
一
日
、
首
相
の
加
藤
高
明
が
示
し
た
「
官
庁
能

率
増
進
訓
諭
」
が
産
業
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。 

官
庁
能
率
増
進
訓
諭
に
は
「
執
務
に
当
り
て
、
務
め
て
機
械
の
使
用

を
図
る
こ
と
」
の
一
項
目
が
加
え
ら
れ
た
。
高
橋
二
郎
が
主
張
し
続

け
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
効
用
を
政
府
が
認
め

た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

九
月
に
は
上
中
甲
堂
が
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
器
販
売
の
方
法
』

を
刊
行
し
た
。
ま
た
経
営
者
向
け
の
雑
誌
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
が

「
執
務
能
率
の
覇
王
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
パ
ワ
ー
ズ
式
と
ホ
レ
リ
ス

式
の
タ
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
取
り
上
げ
、
鉄
道
省
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ズ

式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
実
用
例
を
紹
介
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
大
本
鉄
工
所
の
タ
イ
ガ
ー
式
計
算
器
が
認

知
さ
れ
る
と
き
が
や
っ
て
き
た
。
海
軍
の
呉
工
廠
が
、
最
高
モ
デ
ル

三
台
を
発
注
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
同
社
の
計
算

器
は
よ
う
や
く
「
国
産
機
」
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

さ
ら
に
二
五
年
に
は
、
金
子
利
八
郎
が
統
計
会
計
機
械
装
置
や
金
銭

登
録
機
な
ど
の
事
務
機
械
を
紹
介
す
る
『
事
務
管
理
』
を
出
版
し
た
。

そ
の
結
果
、
黒
澤
商
店
や
日
本
事
務
器
商
会
な
ど
、
事
務
用
品
・
機

器
の
販
売
業
が
勃
興
し
た
。 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
金
銭
登
録
機
、
分
類
機
、

仕
分
機
、
電
送
装
置
と
い
っ
た
事
務
機
器
が
脚
光
を
浴
び
、
バ
イ
ン

ダ
や
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
、
ク
リ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
プ
ラ
（「
ホ
チ
キ
ス
」

の
名
で
知
ら
れ
る
）、
複
写
用
の
カ
ー
ボ
ン
紙
、
書
類
を
分
類
し
て

保
管
す
る
フ
ァ
イ
ル
棚
と
い
っ
た
事
務
用
品
・
器
具
が
企
業
に
導
入

さ
れ
た
。 
 

三
井
物
産
は
一
九
二
四
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
の
吉
澤
審
三
郎

の
奔
走
で
パ
ワ
ー
ズ
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
社
と
東
洋
総
代
理
店
契

約
を
結
ん
だ
の
を
機
に
、
政
府
に
計
算
機
の
輸
入
関
税
引
き
下
げ
を

強
く
要
望
し
た
。 

 

事
務
機
器
を
輸
入
し
て
い
た
黒
澤
商
店
、
日
本
事
務
器
商
会
、
丸

善
、
日
本
金
銭
登
録
機
お
よ
び
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
タ
ビ
ュ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
社
と
代
理
店
契
約

の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
森
村
商
事
な
ど
が
同
調
し
て
政
府
に
圧
力
を

か
け
、
大
合
唱
に
な
っ
た
。
た
め
に
政
府
は
こ
れ
に
屈
し
、
翌
二
五

年
三
月
に
関
税
の
撤
廃
が
実
現
し
た
。 

 

し
か
し
そ
れ
で
も
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
計
算
機
は
、
一
般
の
企

業
や
商
店
が
購
入
す
る
に
は
高
価
で
あ
り
す
ぎ
た
。
ば
か
り
で
な
く
、

ま
ず
英
語
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
う
え
で
難
し
い
操
作

手
順
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 
そ
の
代
わ
り
に
普
及
し
た
の
は
、
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
だ
っ
た
。
数

字
を
セ
ッ
ト
し
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
奥
に
回
す
か
手
前
に
回
す
か
す
れ

ば
、
加
減
乗
除
の
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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輸
入
商
社
が
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
効
用
を
宣

伝
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
が
売
れ
た
。
と
も
あ
れ
一

九
二
四
年
と
い
う
年
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
「
計
算
機
元
年
」

と
い
っ
て
い
い
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

金
と
銀
の
交
換
比
率 

当
時
、
欧
米
世
界
で
通
用
し
て
い
た
メ
キ
シ
コ
の
一

ド
ル
銀
貨
は
天
保
一
分
銀
三
枚
を
同
等
と
し
て
交
換
さ
れ
た
。
ま
た
金
と
銀

の
交
換
比
率
は
日
本
や
中
国
で
は
一
対
五
、
欧
米
で
は
一
対
十
五
だ
っ
た
。

す
な
わ
ち
欧
米
の
貿
易
商
た
ち
は
銀
建
て
で
決
済
す
る
だ
け
で
多
大
な
利
益

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。『
ド
ル
と
円
―
世
界
経
済
の
新
し
い
構
造
―
』（
宮

崎
義
一
、
一
九
八
八
、
岩
波
新
書
）
に
詳
し
い
。 

山
本
唯
三
郎 

や
ま
も
と
・
た
だ
さ
ぶ
ろ
う
／
１
８
７
３
〜
１
９
２
７
。
第

一
次
世
界
大
戦
時
の
大
戦
景
気
で
成
功
し
た
。「
船
成
金
」
と
称
さ
れ
た
。 

内
田
信
也 

う
ち
だ
・
の
ぶ
や
／
１
８
８
０
〜
１
９
７
１
。戸
籍
上「
信
也
」

の
訓
み
は
「
の
ぶ
な
り
」。
三
大
船
成
金
の
一
人
だ
が
、
衆
院
議
員
に
転
進
し

て
一
九
四
三
年
岡
田
内
閣
で
鉄
道
大
臣
、
一
九
四
四
年
東
条
内
閣
で
農
商
務

大
臣
、
一
九
五
三
年
吉
田
内
閣
で
農
林
大
臣
を
務
め
た
。 

シ
ベ
リ
ア
出
兵 

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
連
合
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
中
華
民
国
の
七
国
）
が
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
革
命
軍
に
囚
わ
れ
た
チ
ェ
コ

の
将
兵
を
救
出
す
る
」
の
名
目
で
シ
ベ
リ
ア
に
共
同
出
兵
し
た
。
し
か
し
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
帝
国
＝
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
同
盟
軍
と
の
戦
争
に
忙
し
く
出
兵
に
及
び
腰
だ
っ
た
。
太
平
洋
側
か
ら

上
陸
す
る
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
華
民
国
の
三
国
と
ソ
ヴ
エ
ト
革
命
軍
を
戦

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
革
命
政
府
を
同
時
に

倒
す
地
球
規
模
の
政
略
だ
っ
た
。 

 

日
本
は
陸
軍
七
万
三
千
人
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
上
陸
さ
せ
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
を
中
心
と
す
る
東
シ
ベ
リ
ア
を
占
領
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
が
崩
壊
し
た

一
九
一
八
年
十
一
月
以
後
も
日
本
軍
は
侵
攻
し
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
ま
で
進
撃

し
た
。
し
か
し
日
本
の
露
骨
な
領
土
的
野
心
に
国
際
社
会
が
強
い
警
戒
と
批

判
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
二
二
年
十
月
、
日
本
軍
は
得
る
も
の
が
な
い

ま
ま
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

加
藤
高
明 

か
と
う
・
た
か
あ
き
／
１
８
６
０
〜
１
９
２
６
。
一
九
〇
〇
年

第
四
次
伊
藤
内
閣
、
一
九
〇
六
年
第
一
次
西
園
寺
内
閣
、
一
九
一
三
年
第
三

次
桂
内
閣
、
一
九
一
四
年
第
二
次
大
隈
内
閣
で
外
務
大
臣
、
一
九
二
四
年
六

月
二
十
四
日
か
ら
二
六
年
一
月
二
十
八
日
ま
で
内
閣
総
理
大
臣
（
第
二
十
四

代
）
を
務
め
た 

東
京
商
工
奨
励
館 

一
九
二
一
年
に
創
立
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
ま
で
存
続
し

た
。
東
京
都
電
気
試
験
所
と
合
併
し
て
「
東
京
都
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

と
な
り
、
東
京
都
立
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
研
究
所
と
合
併
し
て
「
東
京
都
立

産
業
技
術
研
究
所
」、さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
四
月
東
京
都
立
繊
維
工
業
試
験
所

と
統
合
し
て
「
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
所
」（
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）
と
な
っ
た
。 

神
長
倉
真
民 

か
な
く
ら
・
ま
さ
み
：
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の

日
本
経
済
を
歴
史
的
に
考
察
し
た
。
主
な
著
作
は
『
仏
蘭
西
公
使
ロ
セ
ス
と

小
栗
上
野
介
』『
日
本
資
本
主
義
由
来
』『
明
治
維
新
財
政
経
済
史
考
』な
ど
。 

高
橋
保
次
郎 

た
か
は
し
・
や
す
じ
ろ
う
：
正
六
年
発
足
の
電
信
電
話
学
会

の
大
正
八
年
〜
十
年
「
庶
務
委
員
」
を
務
め
た
記
録
が
あ
る
。 

上
中
甲
堂 

う
え
な
か
・
こ
う
ど
う
／
１
８
８
２
〜
１
９
６
４
。
大
正
・
昭

和
前
期
に
業
務
改
革
を
中
心
と
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し

た
。『
勤
労
訓
練
二
十
日
間
』『
個
人
能
率
増
進
法
』『
八
年
間
米
国
を
観
て
居

た
眼
で
五
十
日
間
支
那
を
観
て
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
器 

ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
レ

ジ
ス
タ
ー（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
）社
の
金
銭
登
録
機
の
こ
と
。機
械
を
売
る
の
で
な
く
、

商
店
主
や
企
業
経
営
者
に
経
営
手
法
や
在
庫
管
理
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
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行
い
な
が
ら
マ
シ
ン
の
有
用
性
を
訴
え
た
こ
と
か
ら
、
上
中
は
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
販
売
方
法
に
着
目
し
た
。 

金
子
利
八
郎 

か
ね
こ
・
り
は
ち
ろ
う
／
１
８
８
４
〜
１
９
５
７
。
大
正
・

昭
和
前
期
に
書
籍
や
講
演
と
通
じ
て
会
計
簿
記
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。『
商

学
全
集
』『
会
計
学
全
集
』『
簿
記
の
理
論
と
実
践 

： 

会
計
事
務
管
理
の
基

本
問
題
』『
簿
記
新
論
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。 
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